
提言

番号

提言
項目

具体的取り組み 補足説明 市長の見解（Ｈ30.4.27時点） 取り組みや方向性
担当
部署

一定数の移住者の獲得が実現した場
合と、そうでない場合との人口減少
の差異や経済波及効果をシミュレー
ションして公表

香美市人口ビジョンを平成27年9月に策定
し、2060年の推計人口をシミュレーショ
ンして公表している。移住者数は平成26
年度から平成29年度まで150人であり、人
口減少の差異や経済波及効果について経
済シミュレーション等手法を検討してい
る。

企
画
財
政
課

1

移
住
や
定
住
に
関
す
る
施
策
や
活
動
等
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化

ＮＰＯ法人いなかみの活動につい
て、まちづくり委員の中でも存在
すら知らない人も多くおり、市民
にもあまり知られていない。市の
取り組みやいなかみの活動を市民
の皆さんに知ってもらい、市民の
皆さんが協力的な姿勢に立って初
めて移住定住の成果が見えてくる
と思われ、いろいろなスタンスや
角度から、市の活動のＰＲをやっ
ていただきたい。

移住や定住に関する施策や活動のこ
れまでの実績を広報香美やＨＰで大
きくＰＲ
・いなかみだよりを広報香美に掲載
または挟み込み
・市長のあいさつ等の際に、移住や
定住やＮＰＯ法人いなかみに関する
事項に触れてもらう

（総務課）
いなかみだよりの広報への挟み込みは、
発送文書をできるだけ少なくし、情報は
広報誌にまとめるという自治会からの要
請に基づく方針があるため難しい。
また、いなかみだよりの記事を広報へそ
のまま掲載するのは、文量が多すぎるこ
とや、情報の住み分けが必要という意味
からも適当ではないと考えており、移住
の情報に的を絞った内容で別記事を連載
する形であれば、検討できると思う。
香美市ＨＰなどで「いなかみだより●号
発行！●●●●で配布しています」とい
う記事をアップするなど、認知度を上
げ、配布数を伸ばす情報発信はできるか
と思う。

（定住推進課）
毎年1回、前年度の実績を含め、広報香美
でいなかみをPRしている。
いなかみだよりは毎月発行しているもの
の、毎回広報へ挟み込むことは自治会へ
の負担にもなるため、HPの活用や、例え
ば年2回程度いなかみの取り組みを紹介す
る等の広報活動を検討していく。

総
務
課
・
定
住
推
進
課

移住の問題について十分わかっ
ていないことや、移住してきた
方々が果たしてくれたことを、
広報はもちろんだが、いろんな
会議にも出て話してもらったら
と思っている。子育ての会議を
開いた時にたくさん移住の方が
いたことを知り、その方々に香
美市には良い子育ての環境があ
り、何もないことが良いことと
言われて驚いた。例えば鏡野公
園は芝生が広がっているが、そ
の環境こそが大事で、それを求
めて来てくれていることを市民
の皆さんに知ってもらうことが
大切である。私達が何もないと
思っていたことが逆であり、提
言の内容も含めてやっていきた
い。

提言への市の取り組みや方向性
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提言

番号

提言
項目

具体的取り組み 補足説明 市長の見解（Ｈ30.4.27時点） 取り組みや方向性
担当
部署

定住推進課やＮＰＯ法人いなかみを
経ていない移住者の存在も把握でき
るように、例えば転入届を受理して
から一定期間が経過した人・世帯に
対して簡単なアンケートを郵送する

移住者の実数を把握することは重要であ
るが、転入者の中には転勤や学校卒業後
に帰ってこられた方など、移住とは異な
る人も多く含まれる。
転入届提出時にはアンケートをお願いし
ているので、一定期間経過後のアンケー
トについては、目的や対象を明確にする
ことが必要と考える。

アンケート調査やヒアリング、座談
会などを行い、移住者に対して、現
在の生活の満足度や抱えている問題
点などの確認を行い、移住後のフォ
ローを行っていく

定住推進課やいなかみを経て移住された
方に対しては、イベントへの声がけや年1
～2回の交流会を開催している。
今後は、定期的な交流会を検討している
が、需要も含めて判断していきたい。
移住時にはアンケートを行っているが、
一定期間経過後のアンケートを実施する
ことによりフォローへとつなげていく。

あけぼの街道沿道地域やその背後地
における開発許可の規制を緩和する

人口減少問題と規制緩和（市街化区域拡
大）とは、別問題として“まちづくり”
を進めなければならない。また合理的な
計画のもと取り組まなければならない。
主要幹線沿道においては、今後地区計画
なども含めた計画は、当然検討してい
る。

高知工科大周辺エリアにおける開発
許可の規制を緩和する

工科大周辺だけでなく、地域コミュニ
ティー維持については関係部署と協議
し、関係部署にて出来る方策を実施すべ
きと考える。
そのためには、「命の道」づくり整備が
重要となる。

調整区域ではなく市街化区域に
入れてはどうかという地域もあ
り、南国市に続いて準備をして
いかなくてはならない。

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可

の
規
制
緩
和

3

南国市などに追随して、香美市も
開発許可の規制緩和を検討し、局
所的でかまわないので具体的に活
動してはどうか。何か別の切り口
があれば、提言しているあけぼの
街道の沿道や工科大周辺にこだわ
らないので、調整区域の規制緩和
の検討を早期にやっていくべきで
はないか。

建
設
課

既移住者に対するアフターフォ
ローをするべきで、どうして香美
市に来たのか、香美市に来て良
かったのか、今持っている課題は
何なのかなど既移住者の方々の意
見や感想を洗い出すことで、今後
の移住定住に関する活動が新たに
見えてくるのでは。

2

既
移
住
者
の
声
を
今
後
の
移
住
定
住
に
関
す
る
施
策

に
活
か
す

定
住
推
進
課

移住の問題について十分わかっ
ていないことや、移住してきた
方々が果たしてくれたことを、
広報はもちろんだが、いろんな
会議にも出て話してもらったら
と思っている。子育ての会議を
開いた時にたくさん移住の方が
いたことを知り、その方々に香
美市には良い子育ての環境があ
り、何もないことが良いことと
言われて驚いた。例えば鏡野公
園は芝生が広がっているが、そ
の環境こそが大事で、それを求
めて来てくれていることを市民
の皆さんに知ってもらうことが
大切である。私達が何もないと
思っていたことが逆であり、提
言の内容も含めてやっていきた
い。
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4

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ス
ク
ー

ル
の
円

滑
な
運
営
に
つ
い
て

地域課題を議論する場への議員参加
の承認

コミュニティスクールの議員参
加は、議員の皆さんの意見を十
分聞かなければならないが、議
員の皆さんはまちづくりの上で
は大変大きな役割を果たしてく
ださっているので、いろんな建
前はあってもこういう声がある
ことは伝えてもらいたい。

各種委員会の議員参画については、議員
決議により決定されている。この度のご
意見は、事務局から議長に伝える。

議
会
事
務
局

コーディネーターを統括する役割を
つくり、柔軟に対応できる人材バン
クをつくる

人材バンクは例えば公民館などで
持っていたりするので、既存のも
のを利用しながら作っていくのが
良いのではないか。

コミュニティスクールの人材バ
ンクはぜひ教育委員会に検討し
てもらいたい。

生涯学習課・公民館・学校教育班が協働
で人材バンクを持てるように検討中。

コーディネーターの養成講座や情報
交換会を定期的に行う

コーディネーターが情報交換ができ
る場所づくり

6

児
童
ク
ラ
ブ
の

健
全
な
運
営
の

た
め
に

予算の減額を受けている児童クラブ
の運営予算を補填する

児童クラブの制度は国にも見直
すように市長会の要望書に挙げ
たい。

平成30年度中にプロポーザルを実施し、
31年度より8児童クラブの運営を１つの運
営団体に任せることにより、運営の安定
化を図る。

教
育
振
興
課

子育て支援に関わる情報共有の場と
仕組みをつくる

地域で子育てを助け合う会員を増やし、
安心して子育てできる環境をつくり、育
児を支援する体制を整える。
委託先や移住定住・少子化対策担当部
署、関係諸団体、関係市町村等と連携を
図りながら情報共有の場の充実に努めた
い。

待機児童ゼロを目指して、専用施設
の建設や職員など対策を急ぐ

児童クラブにおいては現在、市町
村の建設費の負担が1/6と優遇さ
れており、この機会に急がなけれ
ば建設費の負担が増えるだけでな
く、働き手の確保や人口減少問題
を助長しかねないため、早急に対
策をうつ必要がある。

現在、待機児童が発生している児童クラ
ブは１箇所あるが、平成31年度に実施設
計管理委託を行い、建設を進めていく予
定である。

ファミサポは教育委員会で十分
に検討してもらう。不安な思い
を持ったり、小さな子どもさん
を預かる上で何か事があれば大
変なので、特に安全については
できる限りのことはやってい
く。

教
育
振
興
課

5

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ス
ク
ー

ル

の
運
営
組
織
の
改
革

教
育
振
興
課

7

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

の

充
実

コーディネーターの研修会は、年間２～
３回実施（予定）。養成講座については
検討中。
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協力店舗に、ミニフラフを設置する

設置場所の条件が店舗や施設ごと
に異なるため、取付け方法や、サ
イズ等いくつか選べるようにす
る。

(商工観光課）
香美市ものづくり会議など関係者と協議
していく。

協力店舗のマップをつくり、ホーム
ページや冊子で周知する

子育て支援施設やサークル、サー
ビスなど関連情報を合わせて記載
した「子育てガイドブック」と
し、県内外で配布できるものを目
指す。

（教育振興課）
「香美市子育てガイド」を作成し、転入
者などに配布している。県内外で配布す
るための店舗情報やマップを掲載したガ
イドブックについては、少子化対策・移
住定住担当部署を中心に検討する必要が
ある。

9

ま
ち
づ
く
り
へ
市

民
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に

香美まちづくりパスポートの作成と
周知

個人的にはパスポートにあまり
関心がなかったが、周りの女性
達はパスポートを大事にしてい
て驚いた。自分の感覚だけでは
だめで、皆の声を聞きながら
やっていくとおもしろいまちづ
くりになるかもしれない。

市民がまちづくりに関心を持ち、地域活
動等に自主的・主体的に取り組むことが
できる仕組みづくりとしてパスポートの
活用は有効だと思われる。
すでに行っている自治体などを参考に
し、庁内関係課で協議を行っていきた
い。

企
画
財
政
課
等

高知工科大生と地域住民とのコミュ
ニケーションを図れるサロンの機能
を持った道の駅の新設

道の駅構想については、土佐山田町地区
に１箇所との意見があるが、場所等を含
め検討していく必要がある。

高齢化の進む農家の生きがいになる
農産物の生産販売による収入獲得に
より地域力をアップ

（農林課）
農家の高齢化により農産物が出荷できな
いことは問題視されており、少数多品目
の栽培農家を含め、集荷のシステムを関
係機関と共に検討する必要がある。
ただし、現在は県一農協の大規模直販所
の動向に注視している。

商
工
観

高
知
工
科
大
に
隣
接
し
た
道
の
駅
の

新
設

10

道の駅は皆さん関心があって、
いろんな意見が出ている。道の
駅は美良布に１つあり、さらに
山田にとの強い意見がある。場
所はまだ決まっておらず、市民
の皆さんの思いがあるので、議
論の中で揉みあげてもらったら
ありがたい。
また、安心・安全の面、広域的
な防災・減災の立場、災害対策
も考える必要がある。安心・安
全なセンターになる可能性があ
り、議論が沸騰すると思うが、
道の駅はこれからの大きなテー
マになる。

これからの香美市を考えるには、
若者達の代表である委員からの
「中核になる施設がほしい」、
「地域の住民とのふれあいを積極
的に行いたい」という意見をしっ
かり形にしていきたいと思い、そ
れらを集約して道の駅を作っては
どうかとなった。

健
康
介
護
支
援
課
・

教
育
振
興
課
・
商
工
観
光
課

8

統
一
さ
れ
た
子
育
て
支
援
の
旗
印
を
つ
く
り
、

子
育
て
を

応
援
す
る

店舗側も子育て中の人達が買い
物しやすいかどうかを検討する
必要があり、授乳やミルクを作
る場所があるかも非常に大事
で、それも含めて行政がどこま
でできるのか、企業とどのよう
にタイアップしていけるかを考
えて、少しずつかもしれない
が、子育てに配慮する優しいま
ちづくりをしていくことが大事
である。

（健康介護支援課）

フラフを作る場合、健康介護支援課で

も配布したり、いろいろ協力・提案は

できることがあると思われる。

マップも内容の検討など協力できる。

子ども子育て会議を教育振興課で行い、

健康介護支援課も参加しているので、

その中で香美市として全体で方向性を

検討するようにしたい。
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具体的取り組み 補足説明 市長の見解（Ｈ30.4.27時点） 取り組みや方向性
担当
部署

この施設に市外からの交流者の皆さ
んとで地域の一大拠点を作り、市内
外に波動を起こす

（防災対策課）
「道の駅」は、休憩・情報発信・地域連
携といった機能を併せ持つ施設として設
置されているが、東日本大震災をはじめ
これまでの災害時には、緊急避難場所や
復旧・復興支援の拠点施設としての機能
も発揮している。
　平常時における基本機能や魅力の向上
が、災害時の防災機能の向上につながる
よう、これらを両立し、相乗効果を生む
施設整備の手法を検討することが必要で
ある。

民間企業等も含めた検討を時間をか
けて実施し、できる限り魅力のあ
る、話題性の強い、大規模な複合施
設（物産品販売、ものづくり機能、
飲食・喫茶店、情報発信機能、観光
拠点機能）とする

（農林課）
農産物直販所を併設した道の駅に関して
は、今後主要幹線道路となるあけぼの街
道沿いがベストと考えている。
（商工観光課）
香美市観光協会や高知県計画推進課（物
部川地域本部）などと協議していく。

香美市の代表施設のアンパンマン
ミュージアム・龍河洞・べふ峡温泉
等を巻き込んで中核施設を目指す

（商工観光課）
物部川ＤＭＯ協議会や高知県計画推進課
（物部川地域本部）、各施設の管理者な
どと協議していく。

若者が市のまちづくりに関わる機会
を増やす

現在は成果がほとんど市民に広
まっていない香美市学生地域活動
支援事業など、若者の地域貢献活
動を市民と一緒に見て話して、考
える場を設ける。また、まちづく
りに関わる委員会などで高校生や
大学生の席を設けるなど、まちづ
くりに関わる機会を増やす。

市は毎年、山田高校の学生に対して、ま
ちづくりのテーマを依頼し、複数の提言
をいただいている。また、図書館の市民
懇談会において学生に参加してもらい意
見を聞いている。
　学生地域活動支援事業などについて
は、活動情報の周知を図り、市民の活動
への関心を高める取り組みを行う。

企
画
財
政
課
・
各
委

員
会
担
当
課

学生の地域貢献を支援する体制づく
り

学生が地域に繋がりをつくるに
は、大人の協力が不可欠である。
観光協会や商工会、NPO組織等、
香美市のまちづくりに関わる団体
と協力して、地域とのマッチング
や協働、やりたい事へのアドバイ
ス等、必要なサポートを行うこと
で学生の地域貢献の取り組みで得
られる体験や成果を向上できる。
また、地域に馴染むことで学生は
地域への帰属意識を高められ、定
住へ繋がる。

高知工科大学地域活動「イブニングセミ
ナー」などを通じて、地域との繋がりを
深め、地域貢献に繋がる活動を推進し、
工科大が開設している地域・文化交流施
設「クロススクエア」を活用し、各種団
体や地域住民との意見交換の場として利
用できるよう働きかける。

企
画
財
政
課

観
光
課
・
農
林
課
・
防
災
対
策
課

11

若
者
の
定
住
促
進
対
策

若い力を活用したまちづくりは
大事で、いろんな委員会へ一定
の若者の参加を促す取り組みを
やっていきたい。若い人の感性
や感覚が生かされてこそうまく
いくものもあるので、ぜひいろ
んな部署で生かせられる形のも
のを考えるように各課にお願い
したい。

高
知
工
科
大
に
隣
接
し
た
道
の
駅
の
新
設

10
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